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2 治療終了後の再発発見のための 過観察の実施間隔について

再発発見のための経過観察の実施間隔については、 文献的考察や過去の研究をべース

に適当な実施間隔を提示することは難しい。

現状の一例として 複十字病院では、 治療終了後2年.、 外 での定期的な経過観察

を実施しており、治療終了後12ケ月以内は3ケ月 、 12－24ケ月は6ケ月毎という方式

をとっている。それ以降は本人が外来受診を希望した場合と他疾患通院症例のみ検査を

行っている。 2003年から2007年に治療開始した症例で治癒した症例のうち1083例で治

療終了後の定期外来における経過観察が行われ、24例が再発を確認されている。 うち15

例は外来での定期の経過観, により発見(症状有りほ6例、 症状無しが9仮D、 9例は本

人の有症状による外 診であった。

他の報告としては、 病院での経過観察体制は不明であるが、再発の発見動機は, 検診

18例, 有症状受診17伊K文献4)のように検診発見が多いとの報告もある。一方で、再発

の発見動機は有症状受診12人、医療機関フォロー中に発見4人、管理健診3人、他疾患

受療の際に発見1人(文献6)と有症状受診が多いとの報告もある。こちらは、前回治療後

から再発までの年数が長い症例が多い。
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